
ワクチン接種歴または検査結果の提示
運用ガイドライン【概要版】

以下は「ワクチン接種歴または検査結果の提示」の運用ガイドラインの概要です。
ワクチン接種回数以外の規定がない事項につきましては、観光庁発表の
「旅行業・宿泊業におけるワクチン・検査パッケージ運用ガイドライン」を参照ください。

●対象
助成利用する全員分
※ワクチン接種歴または検査結果の提示の条件を満たした同居する親等の監護者が
同伴する場合は、 12 歳未満の児童は検査不要
※学校等の活動に係る宿泊や旅行（修学旅行等）は不要

●確認時期
・宿泊を伴う旅行：宿泊施設でのチェックイン時、宿泊事業者によって確認
・日帰り旅行：旅行当日に旅行事業者（その委任を受けた者を含む）によって確認
※旅行会社・OTA予約による宿泊を伴う旅行において、条件を満たさないことが分かった場合について
は、旅行会社・OTA、宿泊施設で協議の上、対応すること。

（１）ワクチン接種歴
・予防接種済証等で3回接種完了を確認。（ 原本以外に画像や写し等の提示も可。）

（２）検査結果
・陰性であることを確認（PCR検査等、抗原定量検査を推奨。抗原定性検査も利用可能）
・有効期限：PCR検査等・抗原定量検査は検体採取から＋3日間、抗原定性検査は＋1日間

●確認が必要となる主な証明書
下記の、どちらかを提示しなければならない。

※検査結果通知書は旅行（宿泊）開始日において有効期限を過ぎていなければ、旅行期間中は
有効な検査結果として取扱うことが可能です。
旅行開始２日目以降に検査結果通知書の確認が必要な場合（旅行開始日の翌日以降に旅行開始日に
利用した宿泊施設と異なる宿泊施設にチェックインする場合などにおいて、旅行開始日において
有効期限が過ぎていないか不明な場合など）は、旅行開始日を確認できるよう、
検査結果通知書に加えて旅行開始日が確認できる書類をご確認ください。

※予防接種済証等を宿泊施設でのチェックイン時または日帰り旅行においては旅行当日に、

提示・確認できない場合、割引等が受けられません（後日提示不可）。

※検査費用は、利用者負担です。

※福岡県において、感染不安を感じる福岡県民の方を対象とした検査を無料で実施しております。

（無料の対象は、原則、無症状の方）

詳しくは福岡県ホームページの「無症状者を対象とした無料検査の実施について
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/muryou1.html」をご確認ください。

●条件を満たさない場合の運用
①検査結果陽性の場合

・医療機関又は受診・相談センターを紹介するなどし、受診を促す。
・同行者が陽性であり、濃厚接触者（同行者の同居人等）と考えられる利用者については保健所に
相談する等の対応を促す。

②①以外で条件を満たさない場合
・旅行業者や宿泊業者が抗原定性検査を実施している場合又は抗原定性検査 を提供する場所が近隣に
存在する場合は案内を行う（検査キットは薬事承認されたものを使用すること）

●留意点
・こども

➡ワクチン接種歴または検査結果の提示の条件を満たした同居する親等の監護者が同伴する場合
には、12歳未満は検査不要。
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【 各場面の運用方法 – 1 】

□証明書（ワクチン接種歴、検査結果（陰性のもの））
の提示が利用条件であることの明示

□密にならない証明書確認場所の確保
□利用条件を満たさない場合の取消料の明示
□検査費用についての明示
□証明書を確認できなかった時の対応の明示
□利用条件について利用者の同意取得（宣誓等）
□感染対策の依頼

事前準備
利用条件の明示
利用者の同意

が必須

●商品を造成する際に明記してください。
□以下のいずれかの提示の同意を得る。
①ワクチン接種歴（３回接種完了）
②PCR 検査等の場合は確認日の 3 日前以降の検体採取による検査結果が陰性であること
（抗原定性検査の場合は前日又は当日）

□予防接種済証等または検査結果通知書の提示方法
予防接種済証等は、原本のほかに撮影した画像や写し等の提示も可能
検査結果通知書は、原本のほかにメール結果通知の提示も可能（原本を撮影した画像や写しは不可）

□予防接種済証等または検査結果通知書の確認方法 次ページをご確認ください。

□条件を満たさない場合、補助金交付の対象外になる旨と対応の内容を明記
条件を満たさない方は補助金交付及びクーポン券配布の対象外となることを明記ください。
〇検査結果が陽性の場合、検査結果が「判定不能」であった場合、検査結果が検査キット等による
自己検査であった場合、確認書類を持参しなかった場合、検査結果が間に合わなかった場合等。
➡【対応】

取消料の扱い、代金変更が発注する場合はその内容、前日・当日の連絡先、参加可否等の
内容を明記してください。

※確認書類の持参忘れにより当日までに予防接種済証等又は検査結果通知書を確認できない場合でも、
後日の提出は認められません。

□検査費用が代金に含まれる場合の明記
検査費用が代金に含まれること、検査方法（PCR 検査等（抗原定量検査等を含む）、抗原定性検査）、
検体採取の方法（郵送検査、来店検査）を明記

□検査結果を活用する場合の明記
移動前にPCR 検査等を受けることを推奨することを明記

①宿泊施設・旅行会社での商品造成時



□予防接種済証等または検査結果通知書の確認
・接種証明書、接種記録書等で確認
・本人であること（身分証明書等により確認）

・3 回目の接種年月日
・予防接種済証の場合、ワクチン3 回目のシールが貼られていることを確認

□検査結果通知書の確認
・PCR 検査等 (LAMP 法等の核酸増幅法、抗原定量検査を含む。以下同じ。）

及び抗原定性検査の検査結果通知書で確認
・本人であること（身分証明書等により確認）

・検査結果（陰性であること）

・検査方法（PCR 検査等、抗原定性検査のいずれかであること）

・有効期限（旅行開始日において有効期限を過ぎていないこと）

※有効期限は PCR 検査等は検体採取日より 3 日以内、抗原定性検査は検査日より1 日以内
※検査結果通知書は、①受検者氏名、②検査結果、③検査方法、④検査所名、⑤検体採取日、
⑥検査管理者氏名、⑦有効期限が明記されているものを利用すること。
１つでもかけていると対象になりません。

※抗原定性検査を事業者の管理下において「ワクチン・検査パッケージ制度における
抗原定性検査の実施要網」に従って行い、検査結果通知書を発行する場合は、
[③検査方法]の代わりに使用したキット名を、[④検査所名]の代わりに事業所名を記載。
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②宿泊施設・旅行会社での商品販売時の同意事項

①宿泊施設・旅行会社での商品造成時

【 各場面の運用方法 – 2 】

●利用者の同意事項
□ ワクチンの３回接種歴または PCR 検査等の結果が陰性であること。
助成利用する全員分確認が必要です。

※12 歳未満の児童はワクチン接種歴または検査通知書（陰性のもの）の提示の条件を満たした
同居する親等の監護者が同伴する場合には、検査を不要とします。

※修学旅行等学校等の活動については適用しません。（ただし、教員等の引率者に係るものを除く ) 

□ 利用者に以下の内容に同意を得る
・造成商品に記載のある同意事項に同意すること。（購入条件）
・ワクチン接種歴（3 回接種完了）又は検査通知書（陰性のもの）の提示が利用条件であること。
・予防接種済証等又は検査結果通知書を当日確認の際に確認を行う者に提示すること。
・ワクチンの効果は完全ではなく、接種しても感染し、他の人に感染させる可能性があるため、
ワクチンを接種していたとしても基本的な感染対策を怠らないこと。

・検査結果が陰性であったとしても、検査後に感染する可能性があり、また、偽陰性である
可能性もあるため、基本的な感染対策を怠らないこと。

・旅行開始日の2 週間前から感染リスクを避けて生活すること。

□ 予防接種済証等または検査結果通知書を確認すること、
旅行開始前までに陰性であることを確認してください。
検査費用は利用者負担になります。（検査費用が商品に含まれない場合）

予防接種済証等または検査結果通知書の確認方法に基づき、
原本予防接種済証等はコピー・画像、検査結果通知書はメール確認も可にてご確認ください。
※予防接種済証等又は検査結果通知書の確認において写しをとることや事務局への提出は不要です。

■新しく商品を造成する場合は、ワクチン接種歴（３回接種完了）または検査通知書
（陰性のもの）の提示が必要である旨を明記してください。



③販売後～旅行開始日宿泊日当日
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【 各場面の運用方法 – 3 】

□本人確認
□予防接種済証等（3回接種）の確認
□検査結果（陰性のもの）の確認
※後日の提出・確認は不可

実施・遵守
が必須

□予防接種済証等または検査結果通知書の確認
下記のいずれかを確認ください。

①予防接種済証等の確認
・本人であること（身分証明書等により確認）
・3 回目の接種年月日
・ワクチンの3回目のシールが貼られていることを確認（予防接種済証の場合のみ）

②検査結果の確認（検査結果通知書にて確認）
・本人であること（身分証明書等により確認）
・検査結果（陰性であることを確認）
・有効期限（旅行開始日において有効期限を過ぎていないことを確認）
・検査方法（ PCR 検査等、抗原定性検査のいずれかであることを確認）

●条件を満たさない場合の運用

①検査結果が陽性の場合

➡検査結果が陽性の場合は補助金交付の対象外。
・医療機関又は受診・相談センターを紹介するなどして、受診につながるよう必ず促す。
・同行者が陽性であり、当人がその同居人である等、濃厚接触者と考えられる
利用者については、保健所に相談する等の対応を促す。

②①以外で条件を満たさない場合

➡検査結果が「判定不能」であった場合、確認書類を持参しなかった場合、

検査結果が間に合わなかった場合等は補助金交付の対象外
・旅行業者が抗原定性検査を実施している場合又は抗原定性検査を提供する場所が近隣に
存在する場合は案内を行う（検査キットは、薬事承認されたものを使用すること）

※上記の抗原定性検査の実施が難しい場合

➡ツアーについては、ツアー販売時に示している対応方法（取消等）を案内する。

■オンライン予約サイト経由の予約の場合
予防接種済証等または検査通知書（陰性のもの）の確認については、
チェックイン時に宿泊施設にて実施になります。
予約時に利用者はワクチン・検査パッケージ適用になる旨を同意することになるため、
宿泊施設等での予防接種済証等または検査結果通知書の確認が出来ない場合は、
補助金交付の対象外になります。



【別紙】確認が必要となる主な証明書例とチェックポイント

（１）ワクチン接種歴の証明書例

〈予防接種済証の場合〉

〈接種記録書の場合〉

出展：厚生労働省ホームページ

①シールが貼られているか確認
②3回目と明記があるか確認

運転免許証等により、
本人のものか確認

①シールが
貼られているか確認
②3回目と
明記があるか確認

運転免許証等により、
本人のものか確認



〈接種証明書の場合〉 ① 運転免許証等により、
本人のものか確認

② 3回目接種して
いるか確認

1 1

1 1

2 2

2

出展：厚生労働省ホームページ



（２）検査結果の証明書例

※上記様式によらない場合でも、検査結果で確認する場合は以下の内容の確認が必要
・３日前以降（抗原定性検査の場合は前日又は当日）の検体
採取による検査結果が陰性であることを確認

・①受検者氏名、②検査結果、③検査方法、④検査所名、 ⑤検体採取日、
⑥検査管理者氏名、⑦有効期限が明記されていることを確認
※抗原定性検査を事業者の管理下で行い、検査結果通知書を発行する場合は、③検査方法
の代わりに使用したキット名を、④検査所名の代わりに事業所名を記載すること。

運転免許証等により、
本人のものか確認。

陰性である
ことを確認。

有効期限内である
ことを確認。

いずれかの検査で
あることを確認。



【別紙】証明書の適用可能日一覧

●ワクチンの３回接種歴

➡予防接種済証・接種記録書・接種証明書のいずれかで確認。３回目の接種を完了し

た日から割引利用が可能。

例：7/24にワクチン３回目接種 ➡ 7/24から割引利用可能。

●ＰＣＲ検査等(LAMP 法等の核酸増幅法、抗原定量検査を含む）

➡宿泊当日の 3日前以降に検体採取を行った場合で、検査結果通知書により

陰性であることが証明

●抗原定性検査

➡宿泊日の前日または宿泊当日に検体採取を行った場合で、検査結果通知書により

陰性であることが証明

例：7/20に検体採取を実施し、陰性の検査結果が出た場合の有効期間

７/２０
(検体採取日)
結果：陰性

７/２１
（１日経過）

７/２２
（２日経過）

７/２３
（３日経過）

７/２４
（４日経過）

ＰＣＲ検査等

抗原定性検査 【有効】

【有効】

【無効】

【無効】


